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産総研電子光技術研究部門光セン
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                

一一
言言
メメ

セセ

ジジ

　 山梨県出身。学生時代から光通信
関幌の研究を行っていたが、ＩＴど
はや崩壊後、年産総研への就職
を伝にどイオごれぎー開発にくら替
え。どイオ関幌の知識が全くなく、
当初は大変倍労したが、今では医療
関幌の研究者と最先端の研究に関し
議論ができる」うになった。「それ
が検知できるの？」と世下を驚かす
ごれぎーを開発したい。
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理

︵
木
曜
日
に
掲
載
︶

リ
ス
ク
増
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毎
年
流
行
す
る
季
節
性

イ
れ
の
や
エ
れ
く
や

頻

繁
に
つ


げ
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
で
ロ
ウ
イ
や
げ

に
」
る
感
染
症
は

時
に

人
の
生
命
を
も
脅
か
す
存

在
で
▲
り

そ
の
脅
威
が

減
る
様
子
は
今
の
と
こ
ろ

全
く
な
い
뗇
々
し
ろ
뗆
新
型

ウ
イ
や
げ
の
出
現

気
候

変
動
に
」
る
感
染
地
域
の

拡
大

過
去
に
流
行
し
た

感
染
症
の
再
流
行
な
ど


ウ
イ
や
げ
に
」
る
リ
げ
え

は
増
大
し
続
け
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い
る


　
介
境
中
の
ウ
イ
や
げ
の

存
在
を
検
知
で
き
れ
ば


感
染
リ
げ
え
を
大
幅
に
低

減
で
き
る
が

１
０
０
뢋

뗠
︵
っ
で
は

億
分
の

１
︶
以
下
の
微
粒
子
で
▲

る
ウ
イ
や
げ
粒
子
を
大
及

さ
。
ざ
。
な
異
存
が
大
量

に
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在
す
る
介
境
中
か
ら

検
出
す
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い


セ
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用

　
産
総
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で
は
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境
中

の
ウ
イ
や
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１
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を
検

出
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き
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ご
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ぎ
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目

標
に
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究
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
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Ｅ

Ｆ
Ａ
｜
Ｎ
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接
場
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山
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イ
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ぎ

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を
考
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た

こ
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ご
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ぎ

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뗆
。
ず
뗆
抗
体
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介

し
て
検
出
し
た
い
ウ
イ
や
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に
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性
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光
を
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す
る
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付
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せ
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光
︵
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光
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」
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光
ら
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ウ
イ
や
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し
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뗒
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
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イ
や
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ご
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識
安
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取
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入
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妨
げ
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。
れ
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極

少
数
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ウ
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検
出

で
き
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」
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
た
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え
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都
市
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水
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二
次
処
理
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１
０
０
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に
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ウ
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や
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粒
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
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混
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さ
せ
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試

料
か
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ウ
イ
や
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検
出
に
員
功
し
て
い

る

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純
存
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除
去
せ
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に
こ
の
」
う
な
微
量
の
ウ

イ
や
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を
検
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き
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ご

れ
ぎ

は

世
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唯
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だ
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▲
る
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Ｅ
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イ
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ご
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ぎ

は
ぐ
れ
ば
や
な

伝
構
で
高
性
能
を
実
現
し

た
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で
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装
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開
発
自
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そ
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ほ
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困
難
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は
な
い

１

２
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以
内

に
は
市
販
可
能
な
レ
ベ
や

の
試
作
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京
員
さ
せ


そ
の
後

信
頼
性
評
価
試

験
を
健
て

３
뗙
５
年
以

内
の
製
品
化
を
目
指
し
た

い
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し
い
対
処
を

　
介
境
中
の
ウ
イ
や
げ
を

容
易
に
検
出
で
き
る
ご
れ

ぎ

は

人
々
の
健
康
管

理
に

。
た

安
全
安
心

な
居
住
空
間
を
作
り
出
す

上
で
大
き
な
役
割
を
果
た

す
で
▲
ろ
う

そ
れ
に
」


て

新
た
な
市
場
や
つ


こ
も
期
待
で
き
る
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し
か
し

ウ
イ
や
げ
が

見
え
る
と
い
う
こ
と
は


今
。
で
す
ぐ
そ
ば
に
存
在

す
る
も
の
の
見
え
な
か


た
た
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気
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な
ら
な
か


た
脅
威
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目
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見
え
る

」
う
に
な
る
こ
と
で

▲

る
種
の
な
つ

え
を
誘
発

す
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恐
れ
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▲
る

ウ
イ

や
げ
ご
れ
ぎ

の
普
及
と

同
時
に

ウ
イ
や
げ
に
対

す
る
正
し
い
対
処
密
の
普

及
も
必
要
で
▲
ろ
う
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き ②

「ＭＳ―とは違うのだ」！」

★

★

★

　 自分たちが搭乗するロぐア宇宙船「ざみーこ」ＭＳ―号伝の

確太（のィッちずェッえ）に行ってき。した。すでにこのごリの

を予期している寄も多数おられると思い。すが、▲えて言わせて

もらい。す。「ＭＳ―（旧型のざみーこ）とは違うのだ」、Ｍ

Ｓ―とは！」 ＊写真・文可とも５日のそイッター」り

（随時掲載）

国際人材の育成強化
海
外
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生
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援
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人

参
学
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２
年
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西平さん

　
文
部
科
学
省
は

人
工
知
能
︵
Ａ
Ｉ
︶

や
だ

タ
ぎ
イ
エ
れ
げ
な
ど
科
学
位
術
分

野
を
支
え
て
国
際
的
に
乳
躍
で
き
る
人
材

の
育
員
を
強
化
す
る

返
済
不
要
の
奨
学

金
な
ど
で
海
世
留
学
す
る
学
生
の
支
援
ば

ロ
グ
も
べ
に
お
い
て

２
０
１
８
年
８
月

뗙

年
３
月
の
期
間
に
海
世
留
学
を
始
め

る
大
学
生
な
ど
を
対
象
に

こ
う
し
た
科

学
位
術
６
分
野
で
新
規

人
の
募
集
を
７

日
か
ら
始
め
る

優
秀
な
人
材
を
海
世
に

派
遣
し

産
業
下
で
乳
躍
す
る
国
際
人
材

育
員
の
員
功
ほ
だ
や
の
構
築
を
目
指
す


　　 　　│ │ 　　 　　  　月 　 　日떵木 　曜 　日 　２０１７年 　（ 　平 　成２９年 　） 　│ 　　　　 　 　 │ 　第３種郵便物認可 　││ │ │ │ │

　
︻
神
戸
︼
理
化
学
研
究

所
多
出
胞
ぐ
げ
た
べ
形
員

研
究
ご
れ
タ

の
今
井
猛

ず

べ
リ

す

ら
は


ほ
乳
類
が
匂
い
を
識
安
す

る
仕
組
み
の
一
端
を
解
山

し
た

匂
い
の
種
類
を
識

安
す
る
際

匂
い
情
報
が

電
気
信
号
と
し
て
神
健
出

胞
に
伝
わ
る
덀
タ
イ
へ
れ

グ
덁
が
重
要
な
こ
と
が
分

か

た

脳
神
健
回
路
に

お
け
る
演
算
働
理
の
理
解

や

脳
情
報
の
さ
ら
な
る

解
読
に
つ
な
が
る
と
期
待

さ
れ
る


　
匂
い
の
情
報
は

鼻
腔く

う

び

の
嗅
上
皮
に
▲
る
﹁
嗅
神

健
出
胞
﹂
が
受
け
取
り


脳
の
뗒
嗅

球
뗓
と
呼
ば
れ

き

う

き

う

る
組
織
に
入
力
さ
れ
る


脳
の
神
健
出
胞
は

一
過

性
の
電
気
信
号
﹁
発
火
﹂

で
感
覚
情
報
を
伝
え
て
い

る

神
健
出
胞
の
情
報
伝

達
に
お
い
て
は

発
火
の

덀
頻
度
덁
の
重
要
性
が
分

か

て
い
る
が

덀
タ
イ

へ
れ
グ
덁
の
制
御
伝
構
や

役
割
は
不
山
だ

た


　
研
究
グ
や

ば
は
マ
ウ

げ
を
使

た
実
験
で

ど

っ
っ
や
り
ん
ご
な
ど

種

類
の
匂
い
の
嗅
ぎ
分
け
に

」
り

嗅
球
に
▲
る
神
健

出
胞
﹁
僧
帽
出
胞
﹂
の
乳

動
を
計
測
し
た


　
そ
の
結
果

匂
い
の
濃

度
が
変
わ
る
と
発
火
頻
度

は
大
き
く
変
化
す
る
の
に

対
し

発
火
タ
イ
へ
れ
グ

は
安
定
し

匂
い
の
種
類

を
正
確
に
区
安
す
る
こ
と

が
山
ら
か
に
な

た


　
脳
の
情
報
処
理
働
理
を

解
山
す
る
化
が
か
り
に
な

り

脳
波
な
ど
の
信
号
変

化
で
ロ
ボ

ち
や
伝
器
を

作
動
さ
せ
る
位
術
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
▲
る


　
研
究
員
果
は
７
日

米

科
学
助
つ


ロ
れ
電
子

版
に
掲
載
さ
れ
た


海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

成
果
報
告
会
で
説
明
す
る

参
加
者
︵
文
科
省
域
供
︶

▲

▲火
星
隕
石
が
地

球
に
到
達
す
る

ま
で
の
イ
メ


ジ
︵
千
葉
工
大

떶東
工
大
域
供
뗋

江
別
モ
だ
ル

　
▽

﹁
地
域
発
の
っ
ぐ


っ
や
ば
ロ
け

え
ち
を

目
指
す
﹂
と
意
気
込
々
の

は

北
海
道
情
報
大
学
副

学
長
の
西
平
順
さ
ん

自

身
が
化
が
け
る
食
の
市
床

試
験
ぐ
げ
た
べ
﹁
江
安
ほ

だ
や
﹂
を
地
域
乳
性
化
に

つ
な
げ
る


　
▽

江
安
ほ
だ
や
は
北

海
道
食
品
伝
能
性
表
示
制

度
뗊ヘ
や
ぐ

Ｄ
ｏ
뗋の
太

定
に
向
け
た
に
ち
介
入
試

験
を
支
援

函
館
や
十
勝

な
ど
﹁
地
域
密
着
の
仕
組

み
を
作
る
﹂
と
進
め
る


　
▽

地
域
住
民
ら
を
対

象
に

健
康
管
理
を
促
す

ア
ば
リ
も
開
発
す
る
뗇뗒市

床
試
験
と
健
康
管
理
を
な


お

け
に
し
た
い
﹂
考

え
で

ヘ
や
ぐ

Ｄ
ｏ
の

発
展
に
典
献
し
て
い
く


︵
札
幌
︶

磁
気
光
学
だ
バ
イ
ス

透
過
率

倍
　

豊
橋
技
科
大

　
︻
名
古
屋
︼
豊
橋
位
術

科
学
大
学
電
気
・
電
子
情

報
工
学
系
の
後
藤
太
一
助

促
ら
は

透
過
率
が
従
来

比
約

倍
の
磁
気
光
学
だ

ど
イ
げ
を
開
発
し
た

絶

縁
材
料
の
﹁
非
結
晶
酸
化

タ
れ
タ
や
イ

ち
リ
ウ

べ
﹂
に

酸
化
イ

ち
リ

ウ
べ
を
加
え
た
材
料
は
８

５
０
度
Ｃ
の
熱
処
理
後
も

透
過
率
が
高
い
高
屈
折
材

料
に
な

た

そ
れ
を
低

屈
折
材
料
と
交
億
に
積
層

し
た
誘
電
体
へ
も

を
適

用
し
た

だ

げ
ば
レ


や
レ

く


げ
ね
れ
波

だ
ど
イ
げ
へ
の
応
用
が
期

待
さ
れ
る


　
開
発
し
た
材
料
は

７

５
０
度
Ｃ
の
熱
処
理
が
必

要
な
磁
性
ガ

て

ち
と

一
体
化
で
き

熱
処
理
後

も
透
過
率
が
ほ
と
ん
ど
落

ち
な
い

従
来

誘
電
体

へ
も

の
中
の
高
屈
折
材

料
で
▲
る
酸
化
タ
れ
タ
や

が
約
７
０
０
度
Ｃ
で
結
晶

化
す
る
た
め

透
過
率
が

大
幅
に
下
が

て
い
た


　
千
葉
工
業
大
学
惑
星
探

査
研
究
ご
れ
タ

の
黒
沢

耕
介
研
究
員
と
東
京
工
業

大
学
地
球
生
命
研
究
所
の

玄
田
英
典
特
大
准
促
授
ら

は

天
体
号
突
に
」

て

火
星
か
ら
放
出
さ
れ
た
隕い

ん

石
が
地
球
に
到
達
し
た
仕

せ
き組

み
を
解
山
し
た

火
星

の
深
い
場
所
に
位
置
す
る

件
石
が
表
面
に
▲
る
件
石

を
덀
と
こ
ろ
て
ん
式
덁
に

押
し
出
し

隕
石
が
放
出

さ
れ
る
こ
と
を

ぐ
へ


レ

ぐ

れ
解
析
で
山
ら

か
に
し
た


　
火
星
の
存
質
が

万
뗙


万
気
圧
の
低
号
撃
圧
で

も
火
星
を
脱
出
で
き
る
た

め
に
必
要
な
条
件
を
探

索

天
体
号
突
し
た
際
の

火
星
付
近
の
存
質
の
流
れ

を
解
析
し
た


　
高
い
号
撃
圧
を
受
け
た

深
部
の
件
石
が

火
星
表

面
付
近
に
▲

て
低
号
撃

圧
し
か
受
け
て
い
な
い
件

石
を
押
し
出
す

こ
と
で

火
星

の
重
力
を
脱
出

で
き
る
速
度
。

で
加
速
す
る
仕

組
み
を
発
見
し

た

火
星
隕
石

は

万
뗙

万
気
圧
の
号

撃
圧
を
受
け
て
い
た
こ
と

が
件
石
学
的
な
分
析
で
山

ら
か
に
な

て
い
る

一

寄

天
体
号
突
時
に
火
星

の
重
力
か
ら
離
れ
て
地
球

に
飛
来
す
る
に
は


万

気
圧
以
上
の
強
い
号
撃
波

に
」
る
加
速
が
必
要
と
す

る
指
摘
も
▲
り

隕
石
放

出
の
仕
組
み
は
不
山
だ


た


　
低
号
撃
圧
力
下
で
の
件

石
中
に
は
微
生
存
が
生
き

残
る
可
能
性
が
▲
り

地

球
世
生
命
が
地
球
に
飛
来

し
た
と
す
る
仮
説
の
研
究

も
進
々
か
も
し
れ
な
い


　
今
後

千
葉
工
大
に
設

置
し
た
２
段
式
水
素
ガ
げ

銃
に
」
る
号
突
実
験
を
行

い

隕
石
の
放
出
の
仕
組

み
を
実
証
す
る


　
員
果
は
欧
科
学
助
イ
い

や
げ
電
子
版
に
掲
載
さ
れ

た


　
文
科
省
の
留
学
生
派
遣

ば
ロ
グ
も
べ
﹁
ち
ビ
タ
た

！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
少

代
表
ば
ロ
グ
も
べ
﹂
の
一

介

従
来
募
集
し
て
い
た

理
系
枠
で
の
採
用
数
２
２

０
人
の
中
に

Ａ
Ｉ
や
だ


タ
ぎ
イ
エ
れ
げ
の
ほ

か

ビ

グ
だ

タ
︵
大

量
だ

タ
︶

Ｉ
ｏ
Ｔ

︵
ほ
で
の
イ
れ
タ

て


ち
︶

ぎ
イ
ど

ご
う


リ
た



ロ
ボ
た

え

げ
の
６
分
野
で
の
優
先
枠

を
新
た
に
準
備
す
る


　

歳
以
下
の
大
学
生


大
学
院
生

高
等
専
門
学

校
生
ら

人
を
募
集
す

る

締
め
切
り
は

年
３

月
２
日
。
で


　
奨
学
金
や
授
業
料
な
ど

を
含
め

２
年
間
で
▲
れ

ば
最
大
４
５
０
万
円
を
支

給
す
る

期
間
は
１
い
月

뗙
２
年
間

留
学
計
画
は

学
生
自
身
が
設
計
で
き

る

。
た
学
校
の
留
学
ば

ロ
グ
も
べ
や
交
換
留
学
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
も
可

能
だ


　
同
ば
ロ
グ
も
べ
は
世
下

で
戦
え
る
若
者
を
育
て
る

こ
と
を
目
標
に

官
民
協

働
に
」
る
海
世
留
学
支
援

制
度
と
し
て

年
か
ら
始

。

た

資
金
は
企
業
か

ら
の
寄
付
で
賄
わ
れ



年
。
で
に
高
校
生
や
大
学

生
ら
の
べ
１
万
人
を
海
世

の
大
学
や
研
究
所
な
ど
に

派
遣
す
る


　
健
済
協
力
開
発
伝
構

뗊Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
뗋の
調
査
に
」

る
と

社
会
人
を
含
々
日

少
の
留
学
生
は

年
の
８

万
３
０
０
０
人
を
ね

え

に
減
少
し


年
に
は
３

割
減
の
５
万
８
０
０
０
人

と
な

て
い
る
뗇一
寄
뗆

年
度
時
点
で
の
大
学
生
と

大
学
院
生
の
留
学
者
は


年
に
比
べ
８
万
４
０
０
０

人
と
倍
増
し
た
が

１
い
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海
世
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学
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
年
。
で
に
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万
人
へ
伸

ば
し
た
い
考
え
だ
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